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図 -2　藤井健次郎（1866-1952） 図 -3　木原　均（1893-1986） 図 -4　外山亀太郎（1867-1918）

であった。この新講座の発足に先立ち，藤井研究室には北海
道帝国大学より坂村徹が滞在し，コムギの染色体数を定め
た。坂村は後に植物生理学に専心するが，坂村の研究を引き
継いだ木原均（図 -3）は，そのゲノム解析の結果，組成が
AABBDDという複三倍体であることを明らかにした。その
後，京都大学へ移ってからはコムギの合成へと研究を進め，
細胞遺伝学の目覚ましい成果となった。私は，2016 年 6月
には，所用があってベルリンを訪問したが，ベルリン自由大
学応用遺伝学研究所となっている，バウアーゆかりの遺伝学
研究所を訪問することができた。そこには，創設以来の建物
があり，廊下の掲示板にあった訪問者の芳名帳には藤井・木
原の名前を認めることができたので，日本での動向はヨー
ロッパのそれと密接に連関していると確認することができ
た。これに関して，（公財）日本メンデル協会刊行の欧文遺
伝学誌CYTOLOGIAは藤井により1929年に創刊されたが，
その第 1巻第 1号の最初の論文は木原のコムギの遺伝的組
成に関する論文であり，その後も 10編以上寄稿しているこ
とは，この間の学問的状況を良く反映している。その後の分
子遺伝学を含む遺伝学の発展と動向は，多く紹介されている
ので，ここではこれ以上立ち入らない。
ここで，外山亀太郎（図 -4）について述べるが，外山の
動向は上記の流れとは独立であり，独特である。外山は，
1906 年に東京帝国大学へ学位論文を提出したが，その内容
はカイコ（Bombyx mori）の繭の色はメンデル法則にしたがっ
て後代へ伝わるという内容を含むもので，動物界では最初の
メンデル法則記載の例であるとされている。カイコは中国原
産で，絹糸は輸入され続けており，江戸時代に，日本から出
て行った金銀の代わりに入ってきたのが絹糸であった。さら
に，その後金銀の枯渇により銅が出て行ったが，入ってきた
のが絹糸であることには変わりない。しかし，江戸末期に絹

糸が入りにくくなってきたことにより，日本でも養蚕が盛ん
になり，特に，群馬，長野，福島で盛んであった。幕末に貿
易が再開すると，蚕糸は当初はヨーロッパへ出て行ったが，
明治になりヨーロッパからアメリカへと変わっていった。と
ころが，当時外貨獲得の唯一の手段であった絹糸輸出先のア
メリカより多くのクレームが寄せられた。それは，粗悪な絹
糸や，品質の不揃いであったが，これに対し政府も蚕糸試験
場等を設立して絹糸の質向上に務めた。これに渾身の力を込
めて対応したのが，外山であった。原因の一つが，多種のカ
イコの混合飼育にあることを見抜いて，一蛾飼育による交配
を行った。これらは，1909 年刊の「蠶種論」に見ることが
できるが，カイコの解剖から生殖細胞の分化の様子が詳細に
記載されている。これらの研究は，東京帝国大学農科大学を
卒業し，福島県立蚕業学校校長として赴任し，さらに，東京
大学助手を経て，シャム政府の養蚕指導特別顧問についてい
る間に行われたわけで，驚異的である。世界中のカイコを知っ
ていた外山は，赴任したシャムで熱帯種のシャムカイコの黄
色種と白色種を交配し，黄色種が優性であり，斑紋の有無と
繭色の二形質の分離の確認も行っており，これらの内容は彼
の学位論文に含まれている。
さらに，異なった系統のカイコ間での交配による雑種強勢
に着目し，それをその後の蚕種の基本にしていった。今日雑
種強勢はトウモロコシ生産の基本であるが，この雑種強勢は
古典的説明があるが，現在遺伝子発現の強化で説明されつつ
ある。この雑種強勢に基づく交配繭による高品質な蚕種の維
持が片倉組より展開され，その後身の片倉工業が民営富岡製
糸場の維持に関わり，最近のユネスコによる世界文化遺産に
つながったことは，記憶に新しい。
以上，生物科学の共通の基礎となっている遺伝学の日本へ
の導入の初期の姿を辿ってみた。
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平成 27 年度常緑果樹関係除草剤・生育調節剤試験成績検

討会は，平成 28 年 6 月 7 日 ( 火 ) にホテルラングウッドに

おいて開催された。

この検討会には，試験場関係者 20 名，委託関係者 18 名

ほか，計 47 名の参集を得て，除草剤 2 薬剤 (8 点 )，生育

調節剤 9 薬剤 (28 点 ) について，試験成績の報告と検討が

行われた。

その判定結果および使用基準については，次の判定表に

示す通りである。

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

平成２７年度常緑果樹関係

除草剤・生育調節剤試験判定結果

平成 27 年度常緑果樹関係除草剤・生育調節剤試験 判定
A. 除草剤

B. 生育調節剤

 1 

 

平成２７年度常緑果樹関係    

  除草剤・生育調節剤試験判定結果 
 

 (公財)日本植物調節剤研究協会 技術部 
 

 

平成27年度常緑果樹関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会は､平成28年6月7日(火)にホテルラングウッドにおいて開催された。 

 この検討会には、試験場関係者20名、委託関係者18名ほか、計47名の参集を得て、除草剤2薬剤(8点)、生育調節剤9薬剤(28点)

について、試験成績の報告と検討が行われた。 

 その判定結果および使用基準については、次の判定表に示す通りである。 

 
平成27年度常緑果樹関係除草剤・生育調節剤試験 判定 

A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.HCW-201 フロアブル 
DCMU:50% 
 
 
[*保土谷UPL 
北興化学工業]  

カンキツ 一年生雑草(発生前) 継 継) 
・効果,薬害の確認 

2.NC-360 フロアブル 
キザロホップエチル 

:7.0% 
 
 
[日産化学工業]  

カンキツ 一年生イネ科,多年生イネ科 継 継) 
・効果,薬害の確認 

カンキツ 薬害試験 

 

B.生育調節剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AKD-8147 水溶 
1-ナフタレン酢酸ナ
トリウム:22% 
 
 
[アグロカネショウ]  

カンキツ 
(たまみ) 

摘果効果 実・継 
(従来
どお
り) 

実) 
[カンキツ(温州ミカンを除く);摘果] 
・生理落果盛期(満開10～20日後) 
・1000倍 
 十分量 
・立木全面散布あるいは枝別散布 
 
・効果の確認された品種 
 天草,伊予柑,清見,せとか,はるみ 
 
[清見,湘南ゴールド,不知火,せとか;摘果] 
・生理落果盛期(満開20～50日後) 
・1000倍 

十分量 
・立木全面散布あるいは枝別散布 
 
継) 
・満開20～50日後での効果,薬害の確認 
(甘夏,伊予柑,はるみ,天草,ぽんかん) 
・1500倍での効果,薬害の確認 
・満開10～20日後での効果,薬害の確認 
(たまみ(1000倍),不知火,ぽんかん) 
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B.生育調節剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

2.AMRI-01 液体 
P2O5:2.5%  
K:0.2% 
Ca:3.7% 
  
[甘彩六花]  

温州ミカン 
(早生～晩生) 

浮皮軽減効果 継 継) 
・効果,薬害の確認 

3.イソプロチオラン 
 乳 

イソプロチオラン 
:40.0% 

 
 
[日本農薬]  

温州ミカン 着色促進効果 実・継 
(従来
どお
り) 

実) 
[温州ミカン;着色促進] 
・収穫20～30日前 
・2000～3000倍 
・立木全面散布あるいは枝別散布 
 
継) 
・4000倍での効果,薬害の確認  

4.ジベレリン 水溶 
ジベレリン:3.1% 
 
 
[東京都小笠原亜熱帯
農業センター]  

レモン 果皮の緑色維持 実・継 
(従来
どお
り) 

実) 
[カンキツ;果皮の緑色維持] 
・収穫予定7～30日前 
・10～50ppm 
・散布(果実表面に十分付着するよう) 
 
・効果の確認された品種;カボス,スダチ,長門ユ
ズキチ,ヘベス,レモン 

 
[スダチ;果皮の緑色維持] 
・収穫予定7日前 
・5～10ppm 
・散布(果実表面に十分付着するよう) 
 
継) 
・ヘベスに対する効果,薬害についての年次変動
の確認 

・スダチにおける収穫予定14日前,30日前での効
果,薬害の確認(5ppm) 

5.ジベレリン 塗布 
ジベレリン:2.7% 
 
 
[福岡県農林業総合試
験場]   

カンキツ 
(べにばえ) 

新梢伸長促進 実・継 
(従来
どお
り) 

実) 
[温州ミカン(石地);新梢伸長促進] 
・新梢萌芽期 
・100mg/枝 
・新梢基部塗布 
 
継) 
・べにばえ,みはや,レモンにおける効果,薬害
の確認 

カンキツ 
(みはや) 

新梢伸長促進 

6.ジベレリン 塗布 
ジベレリン:2.7% 
 
 
[広島県立総合技術研
究所]  

レモン 新梢伸長促進 

7.ジベレリン/PDJ 
 水溶/液 

ジベレリン:3.1% 
プロヒドロジャスモ
ン:5.0% 
 
 
[広島県立総合技術研
究所]  

レモン 落果防止 実・継 
(従来
どお
り) 

実)[カンキツ;落果防止] 
・開花始め～満開10日後 
・ジベレリン10ppm+PDJ25～50ppm 
 十分量 
・散布 
 
・効果の確認された品種 
 温州ミカン,不知火,清見,ポンカン 
 
継) 
・伊予柑における効果,薬害の確認 
・満開期～満開20日後における効果,薬害の確認

(レモン) 

B. 生育調節剤
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B.生育調節剤     
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B.生育調節剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

8. ジベレリン/ホル
クロルフェニュロン    

水溶/液 
ジベレリン:3.1% 
ホルクロルフェニュ
ロン:0.1% 
 
 
[長崎県農林技術開発
センター]  

ビワ 
(麗月) 

着果安定,果実肥大促進 実 実)[ビワ(3倍体品種,麗月);着果安定および果

実肥大] 

・第1回;花房浸漬または散布,満開7日前～満開

時 

 ジベレリン200ppm+ホルクロルフェニュロン

20ppm 

・第2回;果房浸漬または散布,第1回処理後35～

60日 

ジベレリン200ppm+ホルクロルフェニュロン

20ppm 
 

9.ジベレリン/マシン
油  水溶/乳 
ジベレリン3.1% 
マシン油97% 
 
 
[協和発酵バイオ] 

温州ミカン 花芽抑制による樹勢維持(マシン油との
混用使用により更なる薬量低減) 

実・継 
 

実) 
[温州ミカン;花芽抑制による樹勢の維持] 
・収穫直後～2ヶ月後(但し,11～1月) 
・ジベレリン2.5ppm+マシン油60～80倍 
 十分量 
・立木全面または枝別散布 
 
[不知火,はるみ,ぽんかん; 

花芽抑制による樹勢の維持] 
・収穫直後～2ヶ月後(但し,1～3月) 
・ジベレリン2.5ppm+マシン油60～80倍 
 十分量 
・立木全面または枝別散布 
 
注) 
・マシン油の使用上の注意に準ずる 
 
継) 
・ジベレリン5ppmでの効果,薬害の確認(温州ミ
カン) 

・せとみ,みはや,ゆず,麗紅での効果,薬害の確
認 

カンキツ 
(伊予柑) 

花芽抑制による樹勢維持(マシン油との
混用使用により更なる薬量低減) 

カンキツ 
(せとみ) 

花芽抑制による樹勢維持(マシン油との
混用使用により更なる薬量低減) 

カンキツ 
(はるみ) 

花芽抑制による樹勢維持(マシン油との
混用使用により更なる薬量低減) 

カンキツ 
(ぽんかん) 

花芽抑制による樹勢維持(マシン油との
混用使用により更なる薬量低減) 

カンキツ 
(ゆず) 

花芽抑制による樹勢維持(マシン油との
混用使用により更なる薬量低減) 

カンキツ 
(麗紅) 

花芽抑制による樹勢維持(マシン油との
混用使用により更なる薬量低減) 

カンキツ 
(麗紅) 

花芽抑制による樹勢維持(マシン油との
混用使用により更なる薬量低減) 
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